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あしたの あしあとと
あしおとと あたし

越後妻有 大地の芸術祭 2022

大地の芸術祭のパフォーマンス作品に参加してみませんか？
公演日時 ８月６日㈯、７日㈰

申込締切 ５月 27 日㈮

会　　場 越後妻有「上郷クローブ座」

対 象 者 小学生（定員 15 名程度）
※応募人数多数の場合は、稽古の出席予定日数を選考の考慮

に入れさせていただきます。

申込方法 観光地域づくり課まで FAX または郵送にて
お申し込みください。申込用紙は観光地域
づくり課窓口に用意してあります。
FAX：７６５‐４６２５

稽古場所 総合センター及び上郷クローブ座
※稽古時間は午後１時から５時までです。

参 加 費 １，０００円（衣装代）
※１回目の練習日にお支払いください。

　２月 28 日㈪に総合センター柔道場にて参加者
募集に先駆けて、子どもたちによるワークショッ
プが開催されました。
　リズムをとって自己紹介をしたり、自分たちの
描いた絵を言葉だけで伝えて同じ絵を描いても
らったりなど、遊びの中で演劇に必要なスキルを
学べるワークショップでした。

広島生まれ。劇作家・演出家。演劇を通じた
ワークショップや作品づくりを、さまざまな
土地や人々に寄り添い多彩に想像する。作品
づくりの過程は独特で、滞在中の稽古の中で
出演者から出たセリフや動き、遊びなどを汲
み上げ、編み込み、作品に落とし込む。

越
お

 智
ち

  良
よし

 江
え

 さん

アーティスト

※すべての稽古日に参加できなくても構いませんが、リハーサル、
本番は必ず参加ください。

■お問い合わせ　観光地域づくり課　℡７６５‐５４５４

参加者
募集!

実　施　日 内　容 場　所
６月４日㈯ 稽　古 総合センター
６月５日㈰ 稽　古 総合センター
６月11日㈯ 稽　古 総合センター
６月12日㈰ 稽　古 総合センター
６月19日㈰ 稽　古 総合センター
６月25日㈯ 稽　古 総合センター
７月２日㈯ 稽　古 上郷クローブ座
７月10日㈰ 稽　古 上郷クローブ座
７月16日㈯ 稽　古 上郷クローブ座

７月18日（月・祝） 稽　古 上郷クローブ座
７月23日㈯ 稽　古 上郷クローブ座
７月24日㈰ 稽　古 上郷クローブ座
７月30日㈯ リハーサル 上郷クローブ座
７月31日㈰ リハーサル 上郷クローブ座
８月４日㈭ リハーサル 上郷クローブ座
８月６日㈯ 本　番 上郷クローブ座
８月７日㈰ 本　番 上郷クローブ座
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今
年
の
冬
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２
月
の
後
半
に
な
っ
て

か
ら
の
異
例
の
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

津
南
町
津
原
の
高
冷
地
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
ア
メ
ダ
ス
（
地
域
気
象
観

測
シ
ス
テ
ム
）
で
は
、
今
年
２
月
24
日

午
前
１
時
に
観
測
史
上
最
大
と
な
る
積

雪
４
１
９
㎝
を
記
録
し
、
役
場
の
観
測

所
で
も
平
成
18
年
豪
雪
を
超
え
る
積
雪

３
６
８
㎝
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
大
雪
及
び
連
続
し
た
降
雪

に
伴
う
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
２
月
６
日
に
「
津
南
町
豪

雪
警
戒
本
部
」
を
設
置
し
、
２
月
23
日

に
「
津
南
町
豪
雪
対
策
本
部
」
に
格
上

げ
を
し
、
大
雪
に
備
え
て
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
県
で
も
、
こ
の
大
雪
を
災
害

と
し
て
新
潟
県
災
害
救
助
条
例
の
適
用

を
決
め
、
そ
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で

要
援
護
世
帯
へ
の
除
雪
を
拡
充
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

気
温
も
上
が
り
、
春
の
兆
し
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
雪
崩
や
残
っ
た
屋
根
雪

の
落
雪
な
ど
に
引
き
続
き
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　今年度及び昨年度、また豪雪対策本部を設置した平成 17 年度及び平成 23 年度の役場で計測した積雪量を比較
したグラフです。過去の豪雪に比べると 12 月、１月の降雪は多くありませんでしたが、２月に入ってから降雪が
増えました。２月の積雪量が多いため、消雪は４月後半となりそうです。
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↑除雪後の雪壁ができた飯山線の線路。専用の除雪車で除雪します。

↑想定以上の大雪で倒壊した倉庫

↑大雪であってもロータリー除雪車とタイヤドーザのコンビネー
ションで綺麗に道を開けていきます

平成23年の豪雪から10年 / 4メートル超の大雪

↑ロータリー除雪車を使って雪室に雪を詰めます

雪室による農産物の貯蔵雪の
利活用

　雪室は冬期に降り積もった雪を建物内に溜めて、
その雪冷熱を利用した貯蔵施設です。室内の温度は
約５℃に保たれ、出荷前の農作物や切り花の鮮度を
保つために利用されています。
　今年も津南町農業協同組合で、雪室への雪入れ作
業が実施され、赤沢の雪室では１日かけて 900 ｔ
ほどの雪が雪室に詰められました。
　時に災害となる雪ですが、雪が降るところならで
はの利活用がされています。

令和３年度

大雪による被害状況と対応
（３月８日時点）

■ 被害状況
　⑴人的被害
　　死亡１名／重傷３名／軽傷６名
　⑵建物被害
　　住　家：一部損壊１件
　　非住家：全壊３件／半壊１件／一部損壊 10 件

■ ライフライン
　⑴停　　電　被害なし
　⑵鉄　　道　大雪による運休多数
　⑶路線バス　幅員縮小による一部迂回運転
　　　　　　　運航路線への落雪による一時立ち往生

■ その他
　国土交通省長岡国道事務所のヘリによる雪崩危険
個所の緊急点検実施及びタイヤドーザの貸与

■ 町の取り組み
・除雪事故防止、雪崩に対する警戒の周知徹底
・除雪体制の強化、除雪・雪崩パトロールの実施
・要援護世帯等約 160 世帯の屋根雪下し助成
・割野地内に雪捨て場開設（３月１日～３月６日）
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後期高齢者医療制度に
関するお知らせ

一定以上の所得のあるかた（75歳以上のかた等）の医療費の窓口負担割合が変わります

窓口負担割合が２割となるかたには 負担を抑える配慮措置があります

●令和４年 10 月１日から、 一定以上の所得のあるかた（75 歳以上のかた等）は、現役並み所得者（窓口負担割

合３割）を除き、医療費の窓口負担割合が２割になります。
●変更対象となるかたは、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約 20% のかたです。

●令和４年 10 月１日の施行後３年間（令和７年９月 30 日まで）は、２割負担となるかたについて、１か月の外
来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を 3,000 円までに抑えます（入院の医療費は対象外）。

●配慮措置の適用で払い戻しとなるかたは、高額療養費として、事前に登録されている高額療養費の口座
へ後日払い戻します。

◯新潟県後期高齢者医療広域連合（℡ 025-285-3222）または
　福祉保健課保険班（℡ 765-3114）までお問い合わせください。
◯今回の制度改正の見直しの背景等に関するご質問等は、
　厚生労働省コールセンター（℡ 0120-002-719）にお問い合わせください。
◯不審な連絡があったときは、お住まいの都道府県の警察署（#9110）または
　南魚沼市消費生活センター（℡ 025-772-2541）までお問い合わせください。

１か月 5,000 円の負担増を
3,000 円に抑制するための
差額を払い戻します

例：１か月の医療費全体額が 50,000 円の場合

令和４年 9 月 30 日まで

【配慮措置が適用される場合の計算方法】

◆医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせ

配慮措置

※住民税非課税世帯のかたは基本的に１割負担となります。

令和４年 10 月１日から

被保険者全体の

約20％

区　分 医療費負担割合

現役並み
所得者 ３割

一般
所得者等※ １割

区　分 医療費負担割合

現役並み
所得者 ３割

一定以上
所得の

あるかた
２割

一般
所得者等※ １割

窓口負担割合１割のとき　① 5,000 円

窓口負担割合２割のとき　② 10,000 円

負 担 増　③（②－①） 5,000 円

窓口負担増の上限　④ 3,000 円

払い戻し （③－④） 2,000 円
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窓口負担割合２割の対象となるかどうかは 主に以下の流れで判定します

●世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、後期高齢者医療の被保険者※ 1 の課税所得※ 2 や年
金収入※ 3 をもとに、世帯単位で判定します。（令和３年中の所得をもとに、令和４年夏頃から判定が可
能になり、令和４年９月頃に被保険者証を送ります）

現役並み所得者※ 4 に該当するか

世帯内の後期高齢者医療の被保険者※ 1 のうち
課税所得※ 2 が 28 万円以上のかたがいるか

世帯に後期高齢者医療の被保険者※ 1 が
２人以上いるか

「年金収入※3 +その他の
合計所得金額※5」 が

200万円以上か

「年金収入※3 +その他の
合計所得金額※5」の

合計が320万円以上か

※ 1　「後期高齢者医療の被保険者」とは
75 歳以上のかた（65 ～ 74 歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けたかたを含む）

※ 2　「課税所得」とは
住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、所得
控除（基礎控除や社会保険料控除等）を差し引いた後の金額 ) です。

※ 3　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※ 4　課税所得 145 万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割のかた。
※ 5　「その他の合計所得金額」とは

事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

該当する

いない

該当しない

2 人以上1 人だけ

いる

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

世帯全員が

３割
世帯全員が

１割
世帯全員が

２割
世帯全員が

１割１割 ２割
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か
わ
ら
ば
ん
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見
て
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っ
て
・
得
を
す
る

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
越
後
妻
有 

大
地
の
芸
術
祭
２
０
２
２
」

総
合
案
内
所
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
１
期

令
和
４
年
４
月
入
校
生
募
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町  

１
戸
】

　

平
成
25
年
建
設　

木
造
２
階
建

　

79
㎡
／
２
間
（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

【
大
船
町
営
住
宅　

１
戸
】

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
４
階
建

　

69
㎡
／
３
間
（
洋
室
３
）
／
Ｄ
Ｋ
／

　

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃

　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金

　

家
賃
１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
（
住
む
所
に
困
っ

　

津
南
町
で
は
、
４
月
29
日（
金
・
祝
）か
ら

11
月
13
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
越
後
妻
有 

大
地
の
芸
術
祭
２
０
２
２
」
の
総
合
案
内
所

で
働
い
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
仕
事
内
容

　

芸
術
祭
案
内
、パ
ス
ポ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
等
販
売
、
ツ
ア
ー
バ
ス
対
応
、
観
光
案
内
、

検
温
な
ど

■
雇
用
期
間

　

４
月
29
日（
金
・
祝
）～
11
月
13
日
㈰

※
毎
週
火
・
水
曜
日
は
定
休
日
で
す
。
た
だ

し
５
月
３
日
㈫
、
４
日
㈬
は
総
合
案
内
所

を
営
業
し
ま
す
。

■
就
業
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
う
ち
休
憩
時
間
60
分
）

■
就
業
場
所

　

苗
場
酒
造
敷
地
内
に
設
置
す
る
総
合
案
内
所

■
報
酬　

日
給
７
，
９
０
０
円

■
募
集
人
数　

２
名
程
度

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

観
光
地
域
づ
く
り
課
で
入
手
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

て
い
る
）
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木

班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担
当
職

員
と
面
接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

３
月
22
日
㈫
～
４
月
１
日
㈮

■
入
居
日

　

令
和
４
年
４
月
下
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

募
　
集

■
対
象

　

簿
記
及
び
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
か
た

■
期
間　

　

４
月
20
日
㈬
～
10
月
19
日
㈬

■
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

■
会
場

　

エ
ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス

　

イ
オ
ン
小
千
谷
店
内
特
別
研
修
室

　
（
小
千
谷
市
大
字
平
沢
新
田
字
荒
田
３
３
９
）

■
定
員　

15
人

■
受
講
料　

　

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

等
自
己
負
担
あ
り

■
お
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切　

３
月
31
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０



いきいき
大好き
津南町
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新
潟
県
の
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
は
4
1
2
人

と
な
り
、
前
年
比
プ
ラ
ス
５
人
と
微
増
し
ま

し
た
。
自
殺
死
亡
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
７
位

と
依
然
と
高
い
状
況
で
す
。
十
日
町
地
域
は

県
内
で
も
自
殺
者
の
割
合
が
高
く
、
自
殺
対

策
が
重
点
課
題
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津

南
町
の
自
殺
者
数
は
年
に
２
～
４
名
で
推
移

し
、
特
に
高
齢
の
か
た
が
高
い
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
で
は
自
殺
対
策
計
画
を
基
に

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
悩
み
を
抱
え
た
時
、
身
近
に
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
で
出
来
る
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
、新
潟
県
自
殺
対
策

　
　
　
　
　
　

強
化
月
間
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い

相
談
す
る
事
を
た
め
ら
わ
な
い
で
・・
。
相
談
を
受
け
て
で
き
る
事

身
近
な
か
た
が
悩
ん
で
い
た
ら
・・・
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
こ
こ
ろ
の
健
康

〈
生
活
の
中
で
の
工
夫
〉

　
「
つ
ら
い
」「
悲
し
い
」「
苦
し
い
」「
生
き

て
い
て
も
し
か
た
が
な
い
」
な
ど
思
っ
て
い

た
ら
そ
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
、
誰
か
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
少
し
気
持
ち
が
落
ち
着

い
て
く
る
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。

　

身
近
に
相
談
す
る
か
た
が
い
な
い
、
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
だ
ら
左
記

の
相
談
先
へ
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
の
こ
と
は
、
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◇
悩
み
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
う
か
が
い
ま
す
。

◇
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
病
気
が
も
と
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
の
連

絡
や
予
約
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◇
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
る
悩
み
を
整
理
し
、

解
決
に
向
け
た
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
各

専
門
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
勇

気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
殺
に
つ
な
が
る
悩
み
は
「
健
康
の
こ
と
」

「
家
族
や
家
庭
の
こ
と
」「
お
金
や
生
活
の
こ

と
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
り
合
い
、
心
が
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
自
殺
の
リ
ス
ク

は
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
か
た
の
悩
み
の
相
談
を
う
け
た
ら

「
じ
っ
く
り
話
を
聞
く
」「
相
談
先
に
つ
な
げ

る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。
相
談
を
受
け
た
か

た
も
抱
え
込
ま
ず
に
専
門
の
機
関
に
つ
な
げ

る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

感
染
対
策
の
た
め
の
生
活
様
式
の
変
化

は
私
た
ち
の
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は

一
時
的
な
変
化
で
時
間
と
共
に
自
然
に
回

復
し
て
い
き
ま
す
。

◇
生
活
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　

カ
ー
テ
ン
を
開
け
、
日
の
光
を
浴
び
る
、

積
極
的
に
換
気
す
る
、
短
時
間
で
も
体
を
動

か
す
、
決
ま
っ
た
時
間
に
寝
る
等
。

◇
家
族
や
友
人
、
知
人
と
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

対
面
で
な
い
方
法
で
も
つ
な
が
り
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
。
電
話
、
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
で

つ
な
が
り
を
持
つ
、
安
心
し
て
話
が
出
来
る

人
と
の
時
間
を
持
つ
等
。

◇
気
分
転
換
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

好
き
な
こ
と
を
す
る
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
時
間
を
持
つ
、
読
書
、
音
楽
を
聴
く
、
伸

び
や
深
呼
吸
を
す
る
等
。

■
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
２

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
８
‐
８
８
‐
０
０
７
０

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

　

３
６
５
日
・
24
時
間
対
応

今月は
滝沢 章子

保健師
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER就職や
退職により

国

だ
よ
り

健康保険が変わったら
　 手続きはお早めに！

〇大学などへの進学が決まった場合（学生用保険証の交付）

〇大学などの卒業が決まった場合（学生用保険証の返却）

<学生用保険証の交付手続き>
（１） ４番窓口「税務町民課町民班」で転出届を提出する。
（２） ５番窓口「福祉保健課保険班」で学生用保険証への切り替えの届け出を行う。
必要なもの：① 学生であることが証明できるもの（在学証明書または学生証、入学前の場合は合格通知書）
　　　　　  ② 今までの国民健康保険証

<学生用保険証の返却手続き>
〇卒業や退学によって学生でなくなったとき
　必要なもの：認印、学生用保険証
〇新しく別の健康保険に加入したとき
　必要なもの：新しく加入した健康保険証、認印、学生用保険証
〇津南町へ戻った（転入した）とき
　必要なもの：認印、学生用保険証

　就職・退職などで保険の種類が変わったときは、14 日以内に国民健康保険（国保）の加入・
脱退の手続きが必要です。（※本人が届出するお手続きです）
※必要書類がそろわないなどの理由で、国保の加入、脱退の手続きが遅延する場合、その期間に病院にかかる際は、以

前の健康保険証は使わずに、健康保険が切り替え予定であることを病院窓口にお伝えください。

　津南町国保に加入しているかたで、進学を理由に町外に転出する場合、学生用保険証への切り替え手続き
を行うことで、引き続き津南町国保の保険証を使うことができます。学生用保険証は、㊫と記載されます。

　津南町国保の学生用保険証をお持ちのかたで、今年３月に卒業予定のかたがいる世帯では、
進路に応じた手続きが必要となります。必要書類を確認のうえ、手続きをお願いします。

こんなとき 必要なもの

加
　
入

会社を退職したとき 退職日が確認できる書類
（離職票、資格喪失連絡票など）

扶養が取り消しになったとき 扶養取り消し日が確認できる書類
（資格喪失連絡票など）

任意継続が終了したとき 任意継続の喪失日が確認できる書類
（資格喪失連絡票）

脱
退

会社に就職したとき
家族の扶養になったとき 新しく加入した健康保険証または資格取得連絡票

そ
の
他

就学のために他市町村へ転出する
とき（国保のみ）

学生証など在学を確認できる書類、国保の保険証
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長井 惇子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。秋
山
郷
担
当
の
長
井
で
す
。

　

津
南
町
に
来
て
初
め
て
の
冬
。雪
、半
端

じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。数
字
で
は
聞
い
て
い
た

も
の
の
、実
際
に
自
分
の
頭
を
余
裕
で
超
え

る
雪
壁
を
目
の
前
に
す
る
と
迫
力
が
違
い

ま
す
。16
年
ぶ
り
の
４
m
超
え
と
い
う
こ
と

で
、す
ご
い
年
に
来
た
な
と
ち
ょ
っ
と
誇
ら

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。友
人
か
ら

心
配
の
連
絡
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

除
雪
隊
の
か
た
が
た
が
道
を
き
れ
い
に
し

て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、困
ら
ず
に
生
活

で
き
て
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
も
、除
雪
作
業
本
当
に
お
疲
れ
様

で
ご
ざ
い
ま
す
。初
め
て
の
雪
堀
り
は
、豆

腐
を
切
っ
て
い
る
み
た
い
で
楽
し
い
で
す
が
、

作
業
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
ま
た
積
も
っ

て
い
る
様
子
を
見
る
と
、な
る
ほ
ど
確
か
に

く
た
び
れ
ま
す
。大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

寒
く
て
動
き
た
く
な
い
日
も
あ
る
し
、今
日

も
雪
か
と
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
で
も
、ふ
い
の
晴
れ
間
に
は
気
分

も
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
ね
。太
陽
に
ま
っ
さ
ら
な
雪
が
キ
ラ
キ

ラ
と
反
射
し
て
、枝
の
先
ま
で
積
も
っ
た
雪

が
少
し
ず
つ
溶
け
て
落
ち
て
い
く
様
子
は
、

本
当
に
美
し
い
で
す
。

　

私
の
住
む
結
東
は
ぐ
る
り
と
山
に
囲
ま

れ
て
い
る
の
で
、引
っ
越
し
て
き
た
夏
は
緑

に
囲
ま
れ
、秋
は
赤
や
黄
色
に
囲
ま
れ
、今

は
白
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
ん
な
に
視
界

い
っ
ぱ
い
が「
季
節
」で
満
た
さ
れ
る
こ
と
は

人
生
で
初
め
て
で
、ど
の
季
節
も
見
て
い
て

飽
き
ま
せ
ん
。夏
と
秋
の
間
や
、秋
と
冬
の

間
な
ど
、四
季
に
留
ま
ら
な
い
季
節
の
風

景
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。自
分
の
目

で
こ
の
時
間
を
眺
め
ら
れ
る
こ
と
が
本
当

に
嬉
し
く
て
、友
達
の
み
ん
な
見
に
来
た
ら

い
い
の
に
、と
心
の
中
で
自
慢
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
天
気
予
報
だ
と
こ
れ
か
ら
温

か
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
、少
し
ず
つ
春
に

向
か
っ
て
い
く
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま
す
。今

こ
れ
だ
け
降
り
積
も
っ
て
い
る
雪
が
、春

に
は
す
っ
か
り
消
え
る
と
思
う
と
、な
ん

だ
か
不
思
議
な
気
持
ち
で
す
。少
し
気
が

早
い
で
す
が
、新
緑
や
満
開
の
桜
を
想
像

し
て
は
、春
の
津
南
町
も
楽
し
み
だ
な
と

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。も
う
し
ば
ら
く

は
真
っ
白
な
世
界
を
存
分
に
楽
し
み
つ
つ
、

雪
解
け
の
過
程
も
じ
っ
く
り
と
楽
し
も
う

と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
何
が
楽
し
み
で

す
か
？

農
業
の

知
識

豆

　

十
日
町
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

消
雪
情
報
に
よ
る
と
左
記
の
よ
う
な
予
想
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
と
お
り
、
今
年
は
例
年
に
比
べ

る
と
消
雪
が
遅
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

４
月
１
日
現
在
で
積
雪
量
が
概
ね
１
ｍ
以

上
あ
る
場
合
は
消
雪
促
進
対
策
事
業
の
実

施
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

作
業
時
の
写
真
（
作
業
前
、
作
業
途
中
、

作
業
後
の
写
真
や
散
布
に
使
用
し
た
機
械

な
ど
）
を
撮
影
す
る
等
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。
消
雪
促
進
対
策
事
業
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
県
内
で
は
多
く
の
除
雪
作
業
中
の

事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
は

「
雪
下
ろ
し
等
の
除
雪
作
業
の
事
故
」「
除
雪

機
事
故
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
は

２
人
以
上
で
行
い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
命
綱
等

の
安
全
対
策
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
機
に
詰
ま
っ
た

雪
の
除
去
は
エ
ン
ジ

ン
を
必
ず
止
め
て
か

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

＊
今
年
の
消
雪
予
想

＊
消
雪
促
進
対
策

＊
除
雪
作
業
の
事
故
に
注
意

　

津
南
町
で
は
、
観
測
史
上
１
位
の
積
雪

４
１
９
㎝
（
米
原
の
ア
メ
ダ
ス
）
を
観
測
す

る
ほ
ど
の
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
消

雪
が
遅
れ
る
こ
と
で
水
田
・
畑
の
農
業
生
産

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

観測地点 米原（アメダス） 津南町役場

積雪深 310 cm
（前年：243cm）

260 cm
（前年：216cm）

消雪日
予想

　4月30日～
　　　5月10日

（前年消雪日：4月13日）
（平年：4月20日）

4月18日～28日
（前年消雪日：4月8日）

（平年：4月8日）

令和4年3月1日 午前9時現在の予想
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今
年
度
も
早
い
も
の
で
終
わ
り
が
近

づ
き
、新
年
度
が
目
前
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
、変

則
的
な
１
年
間
で
あ
っ
と
い
う
間
に
感

じ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
新
生
活
を
控
え
、環
境
が

大
き
く
変
わ
る
か
た
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、体
調
・
感
染
対
策
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・・・
紙
芝
居
舞
台

　
　
　
　

お
貸
し
で
き
ま
す
・・・

　

利
用
者
の
ご
要
望

に
つ
き
、紙
芝
居
の
舞

台
を
購
入
し
ま
し
た
。

紙
だ
と
殺
風
景
に
な

り
が
ち
で
す
が
こ
れ

を
使
え
ば
グ
ッ
と
読

み
聞
か
せ
が
映
え
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
し
ょ
う
。紙
芝
居
を

借
り
る
際
に
は
ご
一
緒
に
ど
う
で
す
か
？

・・児
童
書
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た・・

　

毎
年
青
少
年
育
成
町
民
会
議
様
が
、

児
童
書
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。今
年
は
特
に
、近
年
学
校
で
も
学

習
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
S
D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
本
を
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。ト
レ
ン
ド
で
あ
る

S
D
G
s
の
本
を
図
書
室
に
充
実
さ
せ

た
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、と
て

も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

数
か
月
間
は
新
刊
と
し
て
掲
示
し
ま

す
の
で
、図
書
室
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。貸
し
出
し
も

し
て
お
り
ま
す
。

・・ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
・・

　

公
民
館
の
一
階
は
３
回
目
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、図
書
室
は
通

常
通
り
開
室
し
て
お
り
ま
す
の
で
、気

兼
ね
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑

す
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。何
か

と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。皆
様

の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

・・・
図
書
室
の
基
本
情
報
・・・

※
図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着
用
」、「
長

時
間
利
用
の
回
避
」を
配
慮
い
た
だ
く
と
と
も

に
、必
ず「
入
室
者
記
入
用
紙
」を
記
入
の
上
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
休
館
日　

３
月
28
日
㈪
、４
月
25
日
㈪

■
貸
出
冊
数

　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間

（
※
予
約
が
な
い
場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・

予
約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図

書
室 

w
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

ゆがめられた世界
ホール・ニューワールド 上

　アラジンが魔法のランプを手に入れることが
できなかった「もしも」の世界が描かれる。世
界最強の魔法使いとなったジャファーに対抗す
べくアラジンとジャスミンは民衆を率いて立ち向
かう。ディズニー版「アラジン」をダークな視
点で大きく語り替えた異世界ファンタジー（※下
巻あり）。

リズ・ブラスウェル

広報ライブラリー
今月の１冊

３月 −弥
や

生
よ い

−

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『腰痛は座り方が９割』 ……………………… 主婦の友社
●『最大化の超習慣』 ………………………………………… 徳

とく

間
ま

書店
●『絶景の成り立ちを学ぶ』 ………………… 世界文化社
●『鍛冶屋 炎の仕事人』 …………………………… 山と溪

けい

谷
こく

社
●『七十歳ババァ、起業する？』 ………… 内

ない

外
がい

出版社
●『Z

ゼ ロ

ERO』 ………………………………………………………… 堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『奏鳴曲』 ……………………………………………………………… 海
かい

堂
どう

　尊
たける

●『奇跡』 ……………………………………………………………… 林
はやし

　真
ま

理
り

子
こ

●『抵抗都市』 …………………………………………………… 佐
さ

々
さ

木
き

　譲
ゆずる

●『要訣』 ……………………………………………………………… 上
うえ

田
だ

　秀
ひで

人
と

【子どもの本】 
●『5分間思考実験ストーリー』 ………………… 幻

げん

冬
とう

舎
しゃ

●『すみっコぐらしの勉強が好きになる方法』
 ……………………………………………………………………………主婦と生活社
●『どっちが強い！？オランウータンvsセンザンコウ』
 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『ねこの町の小学校』 …………………………小

こ

手
で

鞠
まり

　るい
●『十年屋５』 …………………………………………………… 廣

ひろ

嶋
しま

　玲
れい

子
こ

●『いっこでもにくまん』 ……… ふじもと　のりこ
●『ラーメンのおうさま』 ………………………… 山

やま

本
もと

　祐
ゆう

司
じ

●『どすこいすしずもう イクラまるのひみつ』
 ……………………………………………………………………………アン　マサコ
●『ようかいむらのふしぎとしょかん』
 ……………………………………………………………… たかい　よしかず
●『ライオンのこころ』 ………… レイチェル・ブライト

３月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

牡ぼ

丹た

餅も
ち

を
一ひ

と

人り

で
丸ま

る

め
て
い
る
我わ

れ

の

梃て
こ

摺ず

る
時じ

間か
ん

忽た
ち
ま

ち
過す

ぎ
る
（
彼
岸
中
日
） 

江
村
美
智
代

目め

ざ
ま
し
が
鳴な

り
目め

ざ
め
る
も
夜よ

明あ

け
前ま

え

時じ

間か
ん

に
な
る
も
体か

ら
だ

動う
ご

か
ず 

北
村
ま
さ
子

急き
ゅ
う

死し

し
た
義は

母は

の
形か

た

見み

は
ピ
ン
ク
色い

ろ

の

シ
ュ
ウ
メ
イ
キ
ク
は
満ま

ん

開か
い

に
咲さ

く 

小
島
香
代
子

食た

べ
物も

の

の
味あ

じ

と
香か

お

り
を
確た

し

か
め
る

コ
ロ
ナ
で
気き

づ
く
健す

こ

や
か
な
日ひ

び々 
江
村
大
輔

三さ
ん

月が
つ

の
晴は

れ
の
一ひ

と

日ひ

の
雪ゆ

き

解ど

け
は

音お
と

な
す
程ほ

ど

に
見み

る
間ま

に
消き

え
ゆ
く 

津
端
恵
子

撥ば
ち

を
打う

つ
動う

ご

き
に
合あ

わ
せ
上じ

ょ
う

下げ

す
る

「
竜り

ゅ
う

神じ
ん

太だ
い

鼓こ

」
の
子こ

ら
の
マ
ス
ク
は 

貝
澤
圭
子

空そ
ら

と
雪ゆ

き

の
青あ

お

と
白し

ろ

と
が
輝か

が
や

け
る

雪ゆ
き

国ぐ
に

に
今い

ま

わ
れ
は
生い

き
お
り 

関
谷
郁
子

雪せ
つ

上じ
ょ
う

に
残の

こ

る
足あ

し

跡あ
と

吾あ

も
辿た

ど

り

春は
る

の
彼ひ

岸が
ん

の
祖お

や

迎む
か

へえ

に
ゆ
く 

恩
田
久
美
子

朝あ
さ

晩ば
ん

に
家か

族ぞ
く

の
体た

い

温お
ん

書か

き
記し

る

す

半は
ん

年と
し

経た

ち
て
習し

ゅ
う

慣か
ん

と
な
る
（
コ
ロ
ナ
禍
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

 

丸
山
直
子

長
生
学
園

新し
ん

聞ぶ
ん

の
入に

ゅ
う

試し

問も
ん

題だ
い

開ひ
ら

き
見み

て

た
だ
難な

ん

問も
ん

と
驚お

ど
ろ

き
閉と

じ
ぬ　

 

中
村
武
子

戦せ
ん

前ぜ
ん

よ
り
永な

が

き
付つ

き
合あ

ひ
あ
り
が
た
う

如き
さ

月ら
ぎ

に
妹い

も

は
天て

ん

に
召め

さ
れ
ぬ 

島
田
眞
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
す
げ
俳
句
会
（
二
月
）

除ぢ
ょ

雪せ
つ

車し
ゃ

の
雄お

叫た
け

び
あ
が
る
峠た

う
げ

口ぐ
ち 

房　

良

光ひ
か
り

汲く

み
光ひ

か
り

延の

べ
を
り
紙が

み

漉す
き

場ば 

緑　

細ほ
そ

々ぼ
そ

と
雪ゆ

き

道み
ち

の
あ
り
老お

い
の
家い

え 

芳　

司

隣と
な
り

へ
も
雪ゆ

き

の
ひ
と
山や

ま

越こ

え
て
行ゆ

く 

渡　

舟

雪ゆ
き

始し

末ま
つ

日に
っ

課か

の
夫つ

ま

の
肩か

た

叩た
た

く 

れ
い
子

日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ
厨く

り
や

の
窓ま

ど

の
明あ

か

る
さ
も 

壽　

子

宝た
か
ら

く
じ
購か

ふ
に
縁え

ん

起ぎ

の
冬ふ

ゆ

帽ぼ
う

子し 

千
年
雄

着き

ぶ
く
れ
て
動う

ご

き
も
ど
か
し
部へ

屋や

整せ
い

理り 

妙　

雪ゆ
き

道み
ち

を
半は

ん

歩ぽ

戻も
ど

り
つ
歩あ

る

き
け
り 

フ
ミ
子

こ
の
星ほ

し

に
あ
る
も
の
す
べ
て
不ふ

思し

議ぎ

な
り

雪ゆ
き

の
白し

ろ

さ
へえ

夢ゆ
め

か
も
し
れ
ず 

小
野
寺
恒
代

大だ
い

寒か
ん

も
枯か

れ
る
こ
と
な
く
冬ふ

ゆ

を
越こ

す

シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢は

ち

窓ま
ど

辺べ

に
映は

ゆ
る 

高
橋
春
枝

根ね

方か
た

に
は
残ざ

ん

雪せ
つ

あ
れ
ど
橅ぶ

な

林は
や
し

の

新し
ん

芽め

の
み
ど
り
日ひ

毎ご
と

冴さ

え
ゆ
く

（
合
同
歌
集
「
砂
丘
」
終
刊
記
念
号
よ
り
） 

内
山
キ
ク

厚あ
つ

切ぎ

り
の
長な

が

い
も
ソ
テ
ー
の
味あ

じ

付つ

け
は

今い
ま

流り
ゅ
う

行こ
う

の
塩し

お

麹こ
う
じ

の
み 

麻
績
初
恵

語か
た

り
て
も
語か

た

り
つ
く
せ
ぬ
年と

し

月つ
き

を

互た
が

ひい

に
笑わ

ら

ひい

て
話は

な

せ
る
が
よ
し

（
歌
集
「
わ
れ
越
え
て
ゆ
け
」
よ
り
） 

滝
沢
勝
枝

運う
ん

転て
ん

士し

一ひ
と

人り

と
な
り
し
終し

ゅ
う

バ
ス
が

中な
か

津つ

橋ば
し

を
渡わ

た

り
て
ゆ
け
り 

風
巻
京
子

凍い

て
付つ

き
し
雪ゆ

き

原は
ら

の
面も

の
輝か

が
や

き
て

風ふ
う

紋も
ん

ゆ
た
か
に
青あ

お

き
影か

げ

な
す 

鈴
木
綾
子

　
今
年
度
３
月
で
「
砂
丘
」
の
投
稿
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

４
月
か
ら
「
雪
影
」
の
短
歌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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＜実施された行事＞
〔２月〕
	 24日	 議会運営委員会
	 24日	 全員協議会
	 25日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 定例会（議長、組合議会議員）
	 25日	 大地の芸術祭実行委員会
	 	（議長）
	 28日	 津南病院運営審議会（総文福祉
	 	 常任委員長、審議会議員）
〔３月〕
	3日～22日	 令和４年第1回定例会
	8日～9日	 合同常任委員会

	 11日	 総括質疑締切
	 17日	 議員定数等特別委員会

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 4400日 鈴木カヨ（船山新田）
 3400日 志賀春信（船山）
 3300日 大倉敏雄（小下里）
 2800日 大倉マツ（小下里）
 1900日 城澤作義（小下里）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング他

病
院
歳
時
記

　

平
成
21
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
末
ま
で
の

13
年
間
、毎
月「
病
院
歳
時
記
」を
掲
載
し
て

き
ま
し
た
。

　

病
院
を
取
り
巻
く
情
報
を
新
し
い
形
で
発

信
す
る
た
め
、今
号
が
最
後
と
な
り
、新
た
に

「
津
南
病
院
い
ろ
い
ろ
発
見
」と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。３
か
月
毎
の
連

載
と
な
り
ま
す
。す
で
に
１
月
20
日
号
に
１
回

目
を
掲
載
し
ま
し
た
。次
回
は
４
月
20
日
号
で

す
。引
き
続
き
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

津
南
病
院
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
チ
ー
ム

医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。津
南
病
院
が
身
近
な

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
安
心
し
て
受
診
い
た

だ
け
る
よ
う
、職
員
一
同
が「
ワ
ン
チ
ー
ム
」で

が
ん
ば
っ
て
い
る
様
子
を
皆
様
に
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
紙
だ
け
で
な
く
、「
津
南
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」の
お
知
ら
せ
欄
等
に
も
職
員
の
活
動

内
容
を
載
せ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
津
南
病
院
は
、地
域
と
と
も
に

生
き
、信
頼
さ
れ
る
医
療
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

病
院
長
　
林
　
裕
作

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
か
た
で
、
令
和
４
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
か
た
に
は
、
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
送
ら
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
も

同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る
か
た
は
、

こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学
証

明
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　

在
学
予
定
ど
お
り
で
も
、
学
生
納

付
特
例
を
利
用
せ
ず
納
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、

学
校
の
変
更
や
、
学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

会
社
等
に
勤
務
し
て
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る

60
歳
未
満
の
か
た
が
、
退
職
さ
れ
る

場
合
に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
る
か

た
の
配
偶
者
で
、
第
三
号
被
保
険
者

の
か
た
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の
変

更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
加
入

し
て
い
た
年
金
の
資
格
喪
失
証
明

書
が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

本
人
も
し
く
は
配
偶
者
が
勤
務
し

て
い
た
会
社
等
か
ら
作
成
し
て
も

ら
い
、
住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村

役
場
で
加
入
年
金
の
変
更
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

学
生
納
付
特
例
の

　
　
継
続
を
忘
れ
ず
に

会
社
を
退
職
さ
れ
る
皆
様
へ

国
民
年
金
の
加
入

　
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
か
た
か
ら
ご
応
募
い

た
だ
い
て
い
る
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
度
７
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
昨
年
12
月
末
に
締
め
切
り
、
今
回

は
過
去
最
多
と
な
る
２
７
４
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
部
門
で
は
小
学
生
か

ら
の
応
募
も
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
月
14
日
、
写
真
家
の
か
た
を
は
じ
め
と

す
る
審
査
員
７
名
で
審
査
を
行
い
、
力
作
ぞ

ろ
い
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
、
各
部
門
賞
、
審

査
員
特
別
賞
、
各
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、
若
狭
久
男
さ
ん
（
埼
玉
県

所
沢
市
）
の
「
春
の
宴
」
で
す
。

最優秀賞「春の宴」若狭久男さん撮影

　

コ
ロ
ナ
禍
が
３
年
目
と
な
る
現
在
も
家
族

や
友
人
と
過
ご
す
時
間
が
減
り
、「
つ
な
が
り
」

の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」を
伝
え

て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
つ
な
が
り
で
人

づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
、健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
」を
理
念
と
し
て
健
康
づ
く
り
や
ス

ポ
ー
ツ
、文
化
活
動
、イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

Ｔ
ａ
ｐ
は「
つ
な
が
り
」を
大
切
に

　
　
　
　
　
　
　

活
動
し
て
い
ま
す

令
和
４
年
度 

会
員
募
集
中

　

何
か
始
め
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。現
在
、Ｔ
ａ
ｐ
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
２
月

20
日
号
で
配
布
さ
れ
ま
し
た「
Ｔ
ａ
ｐ
で
い
こ

う
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１ 子どもの「やりたい！」を応援温泉プールで心も体もリフレッシュ 大人の活動もたくさんあります

　

こ
の
作
品
は
、
栄
村
歴
史
文
化
館
「
こ

ら
っ
せ
」
が
開
設
さ
れ
る
前
の
旧
東
部
小
学

校
志
久
見
分
校
校
庭
で
の
お
花
見
の
様
子

を
と
ら
え
た
も
の
で
す
。
満
開
に
咲
き
誇
る

サ
ク
ラ
の
下
で
、
酒
や
肴
を
前
に
和
や
か
に

語
り
合
い
、
宴
を
楽
し
ん
で
い
る
様
が
見
て

取
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
蔓
延
す
る
前
の
の
ど
か
な
風
景
が
そ
こ

に
あ
り
、
い
つ
か
ま
た
、
こ
ん
な
ふ
う
に
お

花
見
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

各
部
門
の
優
秀
賞
は
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
18
点
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
各
賞
の
作
品
は
、
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ま
た
、
入
賞
作
品
の
展
示
会
は
栄
村
役
場

と
な
じ
ょ
も
ん
で
行
う
予
定
で
す
。
詳
し
い

日
程
に
つ
い
て
は
、随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
春
部
門
「
布
岩
に
春
」 

平
野　

悟
さ
ん

●
夏
部
門
「
瑠
璃
色
の
美
滝
」

 

下　

育
郎
さ
ん

●
秋
部
門
「
秋
じ
ま
い
」 

川
崎
正
義
さ
ん

●
冬
部
門
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
自
然
観
察
」

 

小
林 

幸
一
さ
ん

●
暮
ら
し
・
生
活
部
門

　
「
吹
雪
」 

茂
野
孝
志
さ
ん

●
祭
り
・
伝
統
部
門

　
「
故
郷
を
思
う
」 

久
保
田
真
一
さ
ん

●
植
物
・
花
部
門

　
「
蝶
の
群
れ
」 

小
坂
幸
平
さ
ん

●
学
生
部
門

　
「
二
尺
玉 

段
丘
に
咲
く
」 

内
山
未
有
楽
さ
ん

●
審
査
員
特
別
賞

　
「
中
津
川
渓
谷
初
冬
」 

涌
井
泰
二
さ
ん
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先
月
号

で
３
メ
ー

ト
ル
超
と
書
き
ま
し
た
が
、そ
の

後
す
ぐ
に
ア
メ
ダ
ス
で
4
メ
ー

ト
ル
超
を
記
録
し
、役
場
周
辺
で

も
平
成
18
年
豪
雪
を
超
え
る
積

雪
に
な
り
ま
し
た
。平
成
18
年
は

ま
だ
中
学
生
だ
っ
た
の
で
、あ
ま

り
雪
の
す
ご
さ
を
感
じ
た
記
憶

■人口9,031（−９）　男4,384（−２）　女4,647（−７）

■世帯数3,460（±０）　■転入／８　■転出／７　■出生／４　■死亡／ 14　■婚姻／１３月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●バードウォッチング
　日　時：4月3日㈰・17日㈰　9：00 ～ 11：00
　体験料：500円
　　　　 ※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　春はさまざまな渡り鳥を観察で

きる季節です。なじょもんの森には

どんな鳥が来ているでしょうか？

●「アンギン編み 初級編」 体験
　日　時：4月10日㈯
　　　 　10:00 ～ 12:00
　体験料：1,000円
　　　　 ※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　津南町の無形文化財である

　「アンギン編み」でコースターをつくります。

●ブナ林観察会
　日　時：4月29日㈷　9:00 ～ 10:00
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　なじょもんのブナ林を歩きながら自然観

察を楽しみましょう。

●「なじょもん友の会」 会員募集
　なじょもん友の会に加入すると、体験料が半額・秋季企画展の入場料が無

料・津南町歴史民俗資料館の入館が無料・会報や体験スケジュールの送付など、

様々な特典があります。

<年会費> 個人会員：1,000円（小・中学生半額）
　　　　　家族会員：2,000円
　詳しくは、なじょもんまでお問合せください。

キビタキ

アンギン編み体験

なじょもんのブナ林

４月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 13:30～14:30 豆どりの壁掛け 700 低学年以上

3日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

9日㈯ 10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

10日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

16日㈯ 10:00～12:00 手漉き和紙のハガキづくり 1,000 低学年以上

17日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

23日㈯ 9:00～11:00 春の自然観察会 500 低学年以上

24日㈰ 13:30～14:30 ひょうたん細工 300 低学年以上

29日㈷ 9:00～10:00 ブナ林観察会 500 低学年以上

30日㈯ 13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

大口　琳
り

子
こ

（大割野）
 慎太郎さん
 由希さん

古口　陽
はる

乃
の

（栃木県） 駿人さん
 菜央さん

池田　虎
こ

白
はく

（大割野） 哲也さん
 裕香さん

半戸　モトさん	 （100歳・中子）

中澤　リヨさん	 （88歳・太田新田）

島田　光枝さん	 （95歳・赤沢）

早川　俊郎さん	 （49歳・大割野）

久保田マサさん	 （93歳・羽倉）

髙橋　義德さん	 （82歳・正面）

髙橋　忠吉さん	 （89歳・正面）

中澤　トクさん	 （93歳・中深見）

瀧沢ヨシ井さん	 （102歳・正面）

小林クニエさん	 （77歳・足滝）

中沢　一榮さん	 （84歳・中深見）

久保田秀男さん	 （91歳・上野）

金子　テルさん	 （95歳・相吉）

藤ノ木政衛さん	 （84歳・船山）

福原　サダさん	 （98歳・外丸）

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の

年
に
な
っ
て
向
き
合
っ
て
み
る

と
さ
す
が
に
こ
た
え
ま
し
た
。久

し
ぶ
り
に
除
雪
車
に
助
手
と
し

て
乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

大
雪
の
中
で
も
き
れ
い
に
道
を

開
け
て
い
く
除
雪
隊
の
皆
さ
ん

の
除
雪
技
術
は
す
ば
ら
し
い
と

実
感
し
ま
し
た
。	
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真

　
来
年
度
の
大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
の
一
つ

演
劇
。子
ど
も
た
ち
に
遊
び
の
中
で
演
劇
に

つ
い
て
教
え
る
越
智
良
江
さ
ん
で
す
。


